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Abstract
　　An attributive is the pre-modifier in a modifier-noun structure. Its 
important role in the transmission of semantic information endows the 
study of attributives, from the aspect of semantic orientation, with great 
significance. Based on previous studies, this study explores the nuances 
of the semantic orientation of Chinese attributives. It categorizes them 
into direct and indirect semantic orientations. The goal is to reveal Chi-
nese attributives’ logical structures, in terms of their semantic orienta-
tion, by applying formal semantic concepts such as propositional logic 





























































































































































































































































































































 γ1 γ2 ① γ2 ② γ2 ③
 （格役割） （量化 1） （量化 2） （量化 3）



























































































































































 γ1 γ2 ① γ2 ②
 （格役割） （量化 1） （量化 2）

















　上記の式では、γ1 の第二項がγ2 ①の第一項に生起し、γ2 ①の第二













































 γ1 γ2 γ3
 （格役割） （量化） （着点）
 ［動作］ ［時相］ ［時態］
　　　　　　 α　　β  　　　　　　　γ
















































　　　　　　　　　　　ツケル  ～ガ　 ～ヲ　 イタル  ～ガ　～ニ　 イヤダ　～ガ
（11-①）给’｛父亲，我，取’（父亲，名字）＆到’（名字，我）＆讨厌’（我）｝
　　　　　スル　～ガ　～ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　～コトヲ
 γ1 γ2 γ3
 （格役割） （量化） （着点）
 ［動作］ ［時相］ ［時態］
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2） 张国宪（1991 : pp. 13-16）は、「統語上直接成分関係を持ち、また、意味上も直接関連を持ってい
る状況を“语义同指”（相同意味指示）と呼ぶ。」と述べている。
3） 松村文芳（2017：pp. 47-48）は、「命題 A と命題 B が連言の論理結合子で結ばれる時、命題 A の
末尾の項が命題 B の第一項と同一の場合、命題 A を命題 B に先行させ、このような技法を演繹
モデルと呼ぶ。また命題 A の末尾の項と命題 B の第一項との間には連鎖関係があるということに
する。」と述べている。
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